
- 7 -                                                    - 8 - 

  

半田市東洋町２丁目１番地 

半田市電機 株式会社 

代表取締役 半田 太郎 

Ⅱ．償却資産申告の記載例 

 

 

半田市のシステムで計算しますので、記入する必要は 

ありません。 

ただし、電算処理による全資産申告をする場合は、 

必ずご記入ください。 

家電販売 

８２６８００ 

８２６８００ 

住所・氏名 

●初めて申告される方：住所等を正確に記入してください。 

●２回目以降の方：初回申告時の住所・氏名が印字してあ

ります。変更がある場合は訂正してください。 

個人番号又は法人番号 

●マイナンバー制度により、通知された個人番号（１２桁）

又は法人番号（１３桁）を、右づめで記入してください。 

０５６９  ２１  ３１１１ 
１５ 

昭和４６    ８ 

半田 花子 
２１－３１１１ 

１２３４５６７８ 

東洋町２－１ 

半田市リース（株） 

６７９８９００ 

６７９８９００ 

１５００００ 

１５００００ 

７４７５７００ 

７４７５７００ 

前年前に取得したもの（イ） 前年中に減少したもの（ロ） 前年中に取得したもの（ハ） 

前年までに申告された資産の取

得価額の合計です。 

※２回目以降の方は印字してあ

ります。 

 

前年中に減少した資産の取得価

額の合計を資産の種類別に記入

してください。 

●初めて申告される方 

⇒申告する資産の取得価額の

合計を資産の種類別に記入し

てください。 

●２回目以降の方 

⇒前年中に取得した資産の取

得価額の合計を資産の種類別

に記入してください。 

 

所有者コード 

 独自の申告書を使用される場合は、送付した申告

書に印字してある所有者コードを転記してくださ

い。※（個人番号）マイナンバーではありません。 

半田市内における事業所等資産の所在地 

 半田市内の資産所在地を記入してください。２箇

所以上の事業所等の資産所在地がある場合は、それ

ぞれの所在地を記入し、その主たる所在地の番号を

○で囲んでください。 

備 考 

 ◎前年中に資産の異動がなかった場合 

①資産の増減（あり・なし）のなしに○をつ

けてください。 

 ◎申告する資産がない場合 

②該当資産なしに○をつけてください。 

 ◎廃業、解散、転出等をした場合 

③廃業、解散、転出等に○をつけてください。

また、その年月日を記入してください。 

 ◎住所、氏名等に異動があった場合には、異動

年月日、旧住所、氏名等を記入してください。 

 ◎非課税、特例該当資産は、その適用条項を記

入してください。 

 ◎送付先を変更・指定等したいときは、その住

所を記入してください。 

 ◎その他、伝達事項がある場合は、記入してく

ださい。 

（１）償却資産申告書 

（償却資産課税台帳） 

の 記 入 方

法 

８ 短縮耐用年数の承認 ～ １４ 青色申告まで 
 該当する方を○で囲んでください。 

借用資産 

 該当する方を○で囲んでください。借用資産があ

る場合には貸主の名称を記入してください。 



 

半田市電機 株式会社 １２３４５６７８ 

１ 

１ 

６ 

６ 

６ 

６ 

６ 

６ 

６ 

６ 

６ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

S 48 2 

S 48 2 

S 46 8 

S 52 11 

S 52 12 

S 50 4 

R  1 2 

R  1 8 

H 23 9 

冷蔵庫 

イス テーブル 

電子レンジ 

ガスレンジ 

冷凍庫 

クーラー 

アンドン 

コピー機 

ファックス 記載漏れ 

3797160 

1738440 

158500 

346800 

138000 

620000 

150000 

480000 

346800 

6 

6 

6 

6 

6 

5 

5 

5 

10 

資産の種類 

 資産の種類ごとに番号を記入してください。 

 １．構築物 ２．機械及び装置 ３．船舶 ４．航空機 

 ５．車両及び運搬具 ６．工具、器具及び備品 

 

資産の名称等 
 資産の名称等を漢字、ひらがな、カタカナ、算用数字、

アルファベットを用いて記入してください。 

 

数 量 
 右詰めで記入してください。 

取得年月 

 年号はアルファベットで記入してください。 昭和・・・「Ｓ」  平成・・・「Ｈ」  令和・・・「R」 

取得年月とは、原則、所有権を取得した日を指します。ただし、償却資産の種類、機能、企業の形態、内容等によっては、

事業の用に供することができる状態になった時期をいいます。（例：監督官庁の許認可を必要とする場合 → 当該許認可

があった日） 

取得価格（イ） 
 資産の取得価額を記入してください。取得価額には、運賃、荷役費、保険料、据付費等が含まれます。なお、圧縮記帳

については認められておりませんので、実際の取得価額を記入してください。 

耐用年数 
該当する年数を右詰めで記入してください。P．２をご参照ください。 

増加資産の場合 

 該当するものを○で囲んでください。 

  １．新品取得  ２．中古品取得  ３．移動受入  

４．その他 

 

減少資産の場合 
 該当するものを○で囲んでください。 

  １．売却  ２．滅失  ３．移動  ４．その他 

 

 

 

摘 要 
 次のような事項があれば記入してください。 

  （１）課税標準額の特例、非課税がある場合は、その

旨の表示と適用条項 

例：非課税（地方税法第○条） 

（２）他市町村からの移管・移設 

     例：○○市から移管 

（３）前年前取得の資産で、記載漏れの場合 

  （４）前年以前の増減 

（５）その他、各資産の評価に必要な事項 

 

 

前年中に取得した資産 

及び前年度までに申告もれの資産を記入してください。 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

前年減少資産 

前年増加資産 

前年以前増加資産 

種類別明細書 

（増加資産・全資産用） 

の 記 入 方

法 
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減価残存率（ロ）、価額(ハ) 

電算処理による全資産申告を行う場合は、個別の資産に

係る額を記入してください。 

 

課税標準の特例、課税標準額 

電算処理による全資産申告を行う場合は、特例率を記入

してください。 

なお、特例の適用を受ける資産については、決定価格に

特例率を乗じた額を課税標準額にしてください。 
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前年中に減少した資産及び前年以前に無くなっている資産は、 

印字してある該当資産を横線で抹消してください。 

※半田市では、減少資産用の種類別明細書を使用しておりません。 

 

 

半田市のシステムで計算しますので、 

記入する必要はありません。 

ただし、電算処理による全資産申告を 

する場合は、必ずご記入ください。 

（右記をご参照ください） 


